
学雰消趣、

学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会
閣
係

史
学
研
究
会
五
只
例
会

　
イ
ン
ド
の
旅

　
i
イ
ソ
ヂ
仏
教
史
跡
調
査
騒
帰
朝
報
告
一

　
　
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
　
　
　
　
樋
口
　
隆
康
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
虫
　
雄
一
氏

嗣
六
月
例
会

　
臨
地
講
演
　
賀
茂
別
雷
神
社
一
正
傳
寺
一
常
徳
寺

　
　
t
常
照
寺
－
光
悦
寺
一
遣
迎
院

　
　
　
　
　
　
　
　
講
　
師
　
　
柴
田
　
　
実
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
　
学
氏

　
　
　
、
国
史
関
係

読
史
会
新
専
植
生
歓
迎
会

　
五
月
｝
虻
田
（
金
）
午
後
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
河
原
町
二
条
志
津
箆

　
中
小
雑
丁
度
躍
井
上
V
攻
出
土
一
瓢
名
を
腰
許
ん
、
　
教
償
獅
・
ル
兀
蹄
車
・

　
学
生
ら
四
〇
名
出
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。

読
史
会
春
季
大
会

　
六
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
九
飛
州
よ
り

京
都
大
学
法
経
第
五
教
霊

佐
賀
鼎
襯
門
均
田
舗
胆
度
し
の
実
能
個
と
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
原
　
拓
臼

エ
ミ
ー
ル
・
プ
レ
ト
ー
リ
ウ
ス
の
日
太
・
美
衛
蒐
集

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村

古
代
美
術
史
の
時
代
区
分
　
　
　
　
小
用

天
台
回
隆
、
行
の
源
流
と
蔦
川
…
の
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山

堺
信
証
院
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
横
濁

大
和
国
に
お
け
る
免
田
型
庄
園
の
性
格

　
－
大
和
図
高
殿
庄
を
中
心
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡

太
平
下
職
批
判
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上

中
撒
末
期
の
村
共
同
体
と
園
主
椛

和
光
同
塵

　
一
中
世
神
道
の
基
本
観
念
一
　
　
柴
霞

東
洋
史
関
係

、レ　　　ー

フC　一

陽柄
光修
昭一

良定
信海

井
ケ
田
良
治ttl＝

一一C

故
安
部
健
夫
教
授
を
偲
ぶ
会

　
去
る
二
月
二
十
目
急
逝
さ
れ
た
京
都
大
学
人
文
科

　
学
期
究
所
教
授
安
都
薬
罐
博
士
を
偲
ぶ
会
が
、
百

　
日
忌
に
あ
た
る
五
月
三
十
一
日
（
臼
）
午
後
三
時
．

　
よ
り
、
周
欝
究
所
講
堂
に
於
い
て
、
東
洋
史
談
話

　
会
の
主
催
で
催
さ
れ
た
。
会
に
は
、
宮
崎
教
授
は

　
じ
め
、
教
官
、
学
生
騰
（
自
）
名
が
参
集
し
、
故
博
士

　
の
在
り
し
覆
の
御
学
業
・
御
人
柄
を
偲
び
意
義
あ

　
る
臼
曜
臼
の
午
後
で
あ
っ
た
。

旧
制
大
学
院
例
会

四
月
栂
会
　
四
月
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
列
館
会
議
室

　
唐
の
律
令
編
纂
と
法
院
　
　
　
　
　
中
硲
　
英
雄

五
月
例
会
　
五
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
列
館
会
議
室

　
郷
三
里
選
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
杉
村
　
壮
三

　
諸
葛
亮
の
南
中
遠
征
に
つ
い
て
　
　
狩
野
　
直
禎

六
月
例
会
　
六
月
二
十
ヒ
臼
（
土
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陳
列
館
会
議
室

　
椿
朋
銀
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
光
隆

　
北
魏
の
節
．
隠
妻
賑
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
子
　
秀
利

西
洋
史
関
係

日
本
揖
洋
史
学
会
第
十
側
大
会
　
五
月
十
六
目

　
・
十
七
日
　
京
都
大
学
法
経
第
五
・
七
教
室

　
日
本
閥
洋
史
学
会
は
第
一
礪
火
会
を
昭
和
二
十
五

　
年
に
京
都
大
学
で
瀾
催
し
た
が
、
本
年
度
の
大
会

　
は
約
鶴
酉
名
［
の
参
加
春
を
違
え
、
十
年
、
ふ
り
で
京

　
都
大
学
で
あ
4
。
こ
な
わ
れ
た
。
大
A
二
の
形
式
と
し
て

　
は
、
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
形
式
を
と
ら
。
ず
、
　
魯
晦
州
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代
、
谷
分
野
の
研
究
潜
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
工
ん
だ

　
発
蓑
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
、
古
代
、
中

　
批
、
　
近
代
、
　
現
代
の
蒼
縛
代
に
わ
た
り
、
　
政
治

　
史
、
経
済
史
、
思
想
史
の
各
テ
…
マ
に
つ
い
て
、

　
薫
二
名
の
研
究
発
装
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
な
お
十

　
七
日
・
午
後
五
蒔
か
ら
は
、
京
大
楽
友
会
館
に
お

　
い
て
、
平
沢
総
長
、
田
村
文
学
部
長
を
来
賓
に
迎

　
え
て
、
　
懇
親
会
が
盛
会
裡
に
ひ
ら
か
れ
た
。
　
な

　
山
4
9
、
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

古
代
科
学
に
お
け
る
二
、
憲
の
問
題
　
平
国
　
　
覧

ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
門
ヘ
レ
ニ
カ
」
　
　
衣
笠
　
　
茂

エ
ウ
エ
ル
ゲ
テ
ー
ス
　
　
　
　
　
　

井
上
　
　
一

ロ
ー
マ
共
和
末
期
の
泓
兵
と
属
州
の
　
昌
。
露
ぢ
p
舘
臣

　
Φ
〈
o
＄
葛
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
吉
村
　
忠
典

ロ
ー
マ
鉱
山
業
に
お
け
る
奴
隷
制
と
　
o
o
ざ
昌
　
翻

　
一
い
O
擁
鼠
簿
鉱
雛
く
督
9
の
O
Φ
昌
臨
の
の
場
含
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
典
明

十
　
世
紀
に
お
け
る
教
会
改
華
　
　
　
原
田
　
栄
一

コ
ム
ー
ネ
期
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
村
落
の
三
三
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
野
　
秀
利

中
世
ド
イ
ツ
に
お
け
る
村
落
支
配
権
　
中
村
賢
二
郎

独
立
革
命
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
樒
昆
地
に
．
お
け
る

　
軸
．
鑓
①
巳
O
ロ
9
箕
、
．
の
範
瞬
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳
田
　
　
光

爾
北
戦
争
前
夜
の
南
部
分
離
運
動
に
つ
い
て

　
i
低
南
部
四
州
を
中
心
に
一
　
村
本
　
竹
司

ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
と
陥
弟
二
次
世
界
大
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
上
　
一
雄

ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
魏
…
の
発
達
と
外
国
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
　
窯
寿

ビ
ス
マ
ル
ク
の
農
業
政
策
と
ド
イ
ツ
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
谷
　
　
勤

ビ
ス
マ
ル
ク
の
社
会
政
驚
思
想
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
健
太
郎

ツ
ァ
ー
ベ
ル
ン
寧
件
を
め
ぐ
る
第
二
帝
政
の
官
僚
と

　
軍
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
　
興
雄

ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
ド
イ
ツ
の
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
　
正
雄

諏
楠
溜
敦
徒
と
十
山
ハ
世
紀
イ
ギ
リ
ス
一
蚊
治
山
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
村
　
雅
彦

清
教
徒
革
命
左
翼
の
宗
教
的
背
景
　
　
松
浦
　
蕎
嶺

イ
ギ
リ
ス
革
命
に
お
け
る
ヒ
ュ
ウ
マ
ニ
ズ
ム
と
ピ
ュ

　
ウ
リ
タ
ニ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
浜
林
　
正
轟
穴

霊
ω
⇔
a
男
O
庫
O
卸
財
ω
ヨ
の
崩
壊
と
イ
ギ
リ
ス
草
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
田
　
哲
司

フ
ラ
ン
ス
曲
齪
罠
輩
命
の
条
件
　
　
　

柴
田
三
千
雄

一
七
六
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
そ
の
社
会
酌
背

　
票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
問
　
獲
光

製
釘
工
業
に
お
け
る
前
貸
間
葉
制
度
　
天
華
潤
次
郎

労
鋤
綴
合
生
成
期
の
構
遣

　
一
産
業
革
命
前
夜
の
繊
維
工
業
に
お
け
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
用
承
八
部

ペ
ト
ラ
ル
カ
の
ベ
ネ
フ
ィ
キ
ウ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
友
甫

中
世
末
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
圏
家
意
識
に
つ
い
で

　
ー
ピ
ェ
ー
ル
・
デ
ュ
・
ボ
ワ
の
思
想
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口

く
翌
年
跨
ご
塁
と
く
昼
嵐
。
紆
量

　
i
窯
葺
Φ
昌
冨
茜
大
学
に
お
け
る

　
導
四
跡
冨
鑓
の
勝
利
－

回
ψ
鼠
圃
出
に
お
け
る
鼠
a
O
引
受

ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
歴
史
観

ダ
ー
ル
マ
ン
「
政
治
論
扁

　
　
　
　
倫
介

bゆ

ｱ
ざ
巴
缶
率

　
掘
沢
　
源
七

の
岡
題
若
松
　
繁
信

　
里
長
元
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
三
六
分
析
を
め
ぐ
っ
て

　
ー
ド
イ
ッ
初
期
自
崩
主
義
、
研
究
の
為
に
一
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
代
田
　
寛

歴
史
事
実
の
一
圃
馨
り
性
に
つ
い
て
　
神
由
　
四
鄭

ヒ
づ
①
簿
a
の
外
交
史
観

　
一
∪
Φ
＜
購
8
げ
o
o
同
《
を
中
心
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
屋
　
健
一

　
　
　
　
地
　
理
　
単
　
関
係

人
文
地
理
学
会
第
3
1
圏
例
会

　
二
月
一
八
日
（
土
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
奈
良
女
子
大
学

　
奈
良
盈
地
の
村
落
類
型
　
　
　
　
　
緯
一
松
　
静
江

　
奈
良
盈
地
周
辺
に
於
け
る
集
落
　
　
堀
弁
甚
一
郎

　
T
V
A
視
察
談
　
　
　
　
　
　
　
　
帷
子
　
二
郎
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息消界学

人
文
地
理
学
二
二
3
2
回
例
会

　
五
月
二
三
目
（
土
）
午
後
二
時
　
　
於
京
都
大
学

　
ネ
・
ハ
…
ル
の
集
落
（
幻
燈
使
田
川
）
　
高
山
　
龍
三

　
フ
ラ
ン
ス
の
農
村
を
巡
り
て
（
幻
燈
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
葉
　
武
雄

地
理
学
談
話
会
新
任
教
官
・
薪
専
攻
生
歓
迎
会

　
　
　
五
月
三
日
（
日
）
午
後
三
時
於
河
原
町
四
条

　
　
　
〃
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
”

　
　
本
年
度
よ
り
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
た
水
津

　
｝
朗
氏
及
び
新
専
攻
生
六
名
、
聴
講
生
一
名
の
歓

　
迎
会
を
行
っ
た
。
参
会
者
は
教
宕
、
先
輩
、
学
生

　
五
二
名
。
併
せ
て
、
七
月
上
旬
、
イ
ラ
γ
、
ア
フ

　
ガ
ニ
ス
タ
ソ
方
面
の
学
術
調
査
に
赴
か
れ
る
織
田

　
教
授
・
末
尾
助
手
の
壮
途
を
祝
し
た
。

．
フ
ン
ボ
ル
ト
・
リ
ッ
タ
ー
没
後
百
年
祭

　
近
代
地
理
学
の
創
始
者
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ

　
ソ
●
フ
ン
ボ
ル
ト
と
カ
ー
ル
・
野
ッ
タ
ー
が
没
し

　
て
か
ら
、
今
年
は
比
年
に
当
る
の
で
、
日
本
地
理

　
学
会
・
東
京
地
学
協
会
の
共
催
に
よ
り
、
四
月
二

　
四
目
（
金
）
東
京
上
野
総
立
博
物
館
に
於
て
、
左

　
記
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
フ
ン
ボ
ル
ト
と
そ
の
時
代
　
　
　
　
置
川
　
　
治

　
カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
と
近
代
地
理
学
．
野
間
ゴ
蔀

　
カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
の
人
間
性
　
　
　
長
賑
　
　
諏

　
フ
ン
ボ
ル
ト
の
岬
綿
轟
小
旅
行
　
　
　
　
辻
村
　
み
A
郎

日
本
地
理
学
会
春
季
大
会

　
四
月
二
五
（
↓
↓
）
・
二
山
ハ
　
（
日
）
　
両
円
〔
、
　
立
教
大
学

　
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
人
交
地
理
学
関
係
の
発

　
表
題
冒
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

わ
が
先
史
歴
史
時
代
の
地
形
面
と
地
形
変
化
に
開
す

　
る
二
、
三
の
野
外
資
料
に
つ
い
て
　
神
尾
　
明
正

本
州
島
西
端
地
方
の
先
史
地
形
（
第
一
報
）

　
　
小
野
忠
熈
・
浜
田
清
吉
二
二
輪
正
議
・
三
浦
聾

景
観
変
遷
の
速
度
と
そ
の
要
因

　
一
条
里
遺
構
か
ら
み
た
…
　
　
　
　
山
田
　
安
彦

近
世
濃
尾
平
野
南
部
干
拓
新
田
地
域
に
於
け
る
人
籍

　
増
殖
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
内
　
庄
次

江
戸
時
代
末
期
に
お
け
る
照
窮
宿
駅
の
一
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
沢
　
文
弥

本
街
道
宿
場
町
の
増
設

　
一
東
海
道
戸
塚
宿
の
場
合
i
　
　
　
浅
香
　
幸
雄

近
世
銚
子
の
漁
昆
と
農
民
の
関
係
（
高
神
村
外
川
の

　
場
含
）
　
　
　
　
‘
　
　
　
渡
辺
　
謙

明
治
初
年
に
お
け
る
漁
場
入
会
の
実
態

　
一
明
治
一
九
年
兵
癖
県
の
瀬
戸
内
海
沿
津
部
に
お

　
け
る
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
通
博

遠
洋
漁
港
焼
津
の
形
成
に
関
す
る
　
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
　
史
郎

三
陸
常
磐
地
域
の
資
本
灘
漁
業
と
漁
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
蟄
治

岩
手
に
お
け
る
た
ば
こ
獄
培
地
の
分
化
と
そ
の
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
和
夫

果
樹
栽
培
の
地
域
的
専
門
化
と
多
角
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
典
失

桑
園
と
果
樹
園
と
の
競
合
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
万
寿
男

本
邦
に
お
け
る
養
蚕
業
の
生
産
力
の
地
域
酌
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井

軽
井
沢
高
原
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
　
市
用

東
濃
窯
業
地
帯
の
農
業
経
営
　
　
　
　
野
原

大
阪
三
冠
南
地
方
の
灌
概
水
利
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内

広
瀬
用
流
域
の
秋
落
田
現
象
　
　
　
　
須
藤

台
風
二
二
丹
（
一
九
五
八
年
）

　
の
水
害
（
都
市
水
害
第
三
報
）
　
　
菊
地

敏健寿
雄．失郎

万義
活隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
見
た
東
京
西
郊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
秋

伊
豆
半
島
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
台
風
二

　
二
号
に
伴
う
爾
量
分
布
　
　
　
　
　
河
村
　
　
武

狩
野
川
流
域
に
お
け
る
出
崩
れ
　
　
　
市
瀬
　
自
由

台
風
二
二
号
（
狩
野
川
台
風
）
に
よ
る
狩
野
川
流
域

　
に
お
け
る
山
地
崩
壊
と
水
害
　
　
　
市
川
　
正
紀

狩
野
川
流
域
に
お
け
る
洪
水
堆
積
土
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
荒
巻
孚
・
高
由
茂
美
・
原
昭
宏

狩
野
用
の
河
床
変
動
に
関
す
る
予
察
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺
井
嘉
都
夫

狩
野
用
水
害
に
お
け
る
農
家
被
害
の
構
造

ユ45　　（611）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
素
介

水
害
と
農
民

　
－
台
風
二
二
号
伊
豆
水
害
の
実
態
一
赤
峰
　
倫
介

二
二
号
台
風
（
一
九
五
八
年
）
に
よ
る
狩
野
淵
流
域

　
の
水
害

　
－
特
に
集
落
の
被
害
に
つ
い
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
林
　
沢
一

九
州
島
北
部
の
野
生
大
形
唆
乳
類
の
分
布
と
そ
の
意

　
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
徳
爾

カ
ロ
リ
ー
計
算
に
よ
る
大
隅
半
島
の
土
地
生
座
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
　
辰
郎

経
済
的
土
地
分
類

　
ー
コ
ー
ネ
ル
・
シ
ス
テ
ム
ー
　
　
　
上
綿
判
　
福
贈
刀

℃
H
O
跨
（
O
霞
一
①
）
の
地
下
水
三
二
に
つ
い
て

　
1
乾
燥
地
に
お
け
る
水
の
地
理
学
的
諸
問
題
（
第

　
二
報
）
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
堀
　
　
巌

一
チ
ベ
ッ
ト
里
村
の
調
査
　
　
　
　
　
高
山
　
龍
三

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ロ
ー
マ
ン
・
タ
ウ
ン
の
現
状
と

　
地
理
的
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
鄭

U
δ
N
看
陣
ω
o
悶
①
爵
ω
鍔
鎮
①
⇔
1
第
四
報
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村
　
学
部

地
形
別
人
口
密
度
図
に
つ
い
て
　
　
　
蛸
井
　
玲
子

本
邦
水
田
集
団
分
布
地
域
に
お
け
る
農
業
人
口
の
増

　
減
（
第
三
報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
寛
義

低
湿
地
の
土
地
改
良
と
縫
村
構
造

　
i
・
児
島
湾
干
拓
地
の
場
合
一
　
　
　
南
　
　
　
智

伊
豆
諸
島
特
に
大
島
お
よ
び
八
丈
島
に
お
け
る
製
炭

　
時
期
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
福
宿
　
光
一

多
摩
川
水
源
出
林
の
変
質
過
程

　
－
出
梨
県
小
菅
村
の
場
合
（
第
八
報
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村
　
安
一

御
昏
周
辺
由
地
に
お
け
る
林
業
の
地
域
的
展
開

　
一
加
子
母
の
育
林
に
つ
い
て
一
　
　
上
島
　
正
徳

乗
鞍
岳
東
麓
に
お
け
る
大
野
州
の
土
地
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
義
継

蹉
本
木
原
土
地
利
用
の
変
遷
　
　
　
　
内
田
　
　
実

常
磐
炭
田
に
お
け
る
炭
鉱
労
働
力
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
井
　
　
博

冨
由
平
野
に
お
け
る
工
業
と
農
業
。
の
関
運

　
一
地
元
資
本
に
よ
る
紡
繊
工
場
の
経
営
を
中
心
と

　
し
て
一
．
北
林
吉
弘
。
加
納
裕
哉
。
新
藤
正
失
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
伸
一
・
須
出
盛
彰

製
造
糸
の
種
類
か
ら
み
た
ガ
ラ
紡
業
地
域

　
一
技
術
の
伝
統
性
の
分
析
一
　
　
　
松
井
　
貞
雄

鳥
取
県
に
お
け
る
未
解
放
部
落
の
地
理
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
永
実
・
宇
碑
川
宏

能
登
半
島
宇
出
津
港
に
お
け
る
物
資
流
通
蘭
の
消
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
ケ
崎
孝
雄

電
話
通
信
発
生
か
ら
み
た
北
海
道
地
方
の
地
域
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
永
　
幸
男

小
売
商
店
と
通
勤
人
ロ
と
の
分
布

　
i
濃
尾
平
野
の
場
合
i
　
　
　
　
　
水
野
　
　
元

産
業
別
人
口
か
ら
み
た
都
市
化
（
埼
玉
県
の
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
侑
男

東
京
西
郊
に
お
け
る
住
宅
の
進
展
と
都
市
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
鹿
　
誠
次

戦
災
前
後
に
お
け
る
城
下
町
都
市
の
変
貌
過
程

　
i
姫
路
市
の
場
合
…
　
　
　
　
　
　
稲
見
　
撹
治

都
市
の
中
心
地
的
機
能
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
水
　
照
雄

都
市
の
性
格
と
金
融
活
動

　
　
　
　
　
　
　
板
倉
勝
高
・
柾
幸
雄
・
竹
内
長
生

都
市
力
の
表
現
に
開
す
る
一
試
論
　
　
森
脇
　
良
二

　
　
　
　
考
古
学
関
係

考
古
学
談
話
会
　
四
月
一
八
日
　
午
後
一
時
三
〇
分

　
陳
列
館
第
二
教
室

　
本
年
度
燕
入
生
（
三
回
生
三
、
研
修
員
　
）
の
歓

　
迎
会
と
本
年
匹
月
か
ら
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究

　
所
に
講
師
と
し
て
就
職
さ
れ
た
金
関
恕
氏
の
祝
賀

　
会
を
か
ね
て
、
本
年
度
の
第
　
圃
例
会
を
患
い

　
た
。
イ
ン
ド
仏
教
史
跡
の
調
査
旅
行
を
終
え
て
、

　
三
月
末
に
帰
國
さ
れ
た
長
広
敏
雄
敦
授
と
樋
口
隆

　
康
助
教
授
の
、
調
査
状
況
、
史
跡
の
現
状
な
ど
に

　
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

β
本
考
古
学
協
会
第
二
露
回
総
会
　
　
明
治
大
学

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
五
月
四
日
　
、

　
　
無
土
器
文
化
の
諸
問
題

　
　
　
1
　
地
域
性
に
つ
い
て

　
　
　
2
　
縄
文
時
代
へ
の
連
開
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剛
，山、

消学界

　
　
司
会
　
杉
建
議
介
。

　
　
報
告
者
　
大
場
利
夫
、
藤
沢
宗
平
、
芹
沢
長
介
。

　
研
究
発
表
　
　
　
五
月
四
－
五
目

ロ
ー
ム
層
内
に
発
見
さ
れ
た
石
斧
を
伴
う
文
化
に
つ

　
い
に
て
　
　
　
　
　

・
　
藤
沢
宗
平
・
林
茂
樹

神
学
地
質
学
的
編
年
の
現
段
階
　
　
　
神
羅
　
明
正

諏
訪
湖
蟹
根
の
石
器
に
つ
い
て
　
　
　
藤
森
　
、
栄
一

大
浦
山
遺
跡
と
そ
の
土
器
　
　
赤
星
直
忠
・
岡
本
勇

桐
生
市
橋
詰
遺
跡
の
調
査
　
　
　
　
　
　
周
東
隆
一

会
津
盆
地
常
世
遣
跡
の
発
掘
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
山
　
龍
進

屋
久
島
　
湊
に
お
け
る
先
史
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
国
分
痘
一
・
盛
園
尚
孝
・
重
久
十
郎

愛
知
県
北
設
楽
郡
津
具
村
三
舟
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
永
　
春
男

磐
田
市
西
貝
塚
調
査
二
等
　
　
麻
生
優
・
市
原
寿
文

秋
田
県
能
代
市
柚
子
所
貝
塚
の
墓
葬
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
久
震
平

山
ノ
ロ
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
q
　
貞
徳

巴
形
銅
器
と
一
二
孤
文
と
双
脚
輪
状
文
の
起
W
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
佐
　
晋
一

当
麻
寺
本
堂
下
の
古
墳
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
俊
次
・
岡
田
英
夫

窯
榔
を
主
体
施
設
と
す
る
火
葬
古
墳
の
新
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
浩
一

武
蔵
圏
分
寺
祉
発
掘
調
査
報
告
　
　
　
矢
島
　
恭
介

京
都
国
際
文
化
観
光
会
館
敷
地
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
杉
山
信
三
・
安
井
良
三
・
悶
田
茂
弘

武
蔵
八
王
子
城
祉
の
調
査
　
　
　
　
　
奥
田
　
直
栄

　
公
開
講
演
　
　
　
五
月
五
日

　
　
古
典
考
古
学
の
旅
　
　
　
　
　
　
村
田
数
之
亮

　
　
ア
ン
デ
ス
を
訪
ね
て
　
　
　
　
　
石
田
英
一
郎

　
　
　
　
　
　
か
　
や
　
　
あ
っ
え

京
都
府
与
謝
郡
加
悦
町
温
江
　
丸
出
古
墳
の
調
査

　
一
一
一
月
二
三
…
二
五
日
。
昨
年
末
、
謹
製
の
目
皿
規

　
早
智
神
鏡
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
京
都
府
教
育
委

　
員
会
の
委
嘱
に
よ
っ
て
、
京
都
大
学
考
古
学
教
室

　
横
幽
浩
一
助
手
が
調
査
し
た
。
竪
穴
式
石
室
を
築

　
い
て
粗
製
の
組
合
式
石
棺
を
お
さ
め
た
、
丘
陵
上

　
の
円
墳
で
あ
る
。
盗
掘
さ
れ
て
い
て
遺
物
は
鏡
だ

　
け
で
あ
っ
た
。

長
臨
京
駈
の
調
査

　
四
月
一
六
日
－
七
月
。
京
阪
神
急
行
電
鉄
株
式
会

　
社
土
地
写
照
部
が
薄
向
日
町
駅
の
北
に
住
宅
建
設

　
の
計
画
を
た
て
、
そ
の
工
事
中
に
建
築
塊
ら
し
い

　
旗
思
構
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
調
査
を
長
岡
京

　
祉
調
査
研
究
会
（
会
長
　
梅
原
末
治
博
士
）
に
委

　
蠣
。
研
究
会
で
は
樋
口
隆
康
助
教
授
を
発
掘
担
当

　
者
と
し
て
、
京
都
大
学
考
古
学
教
室
学
生
、
建
築

　
学
教
室
員
、
同
学
生
お
よ
び
同
志
盆
大
学
大
学
院

　
学
生
安
井
良
三
氏
ほ
か
諏
大
学
生
数
名
の
協
力
を

　
え
て
、
約
一
万
平
方
メ
…
ト
ル
の
範
囲
を
調
査
し

　
た
。
遺
構
が
出
土
す
る
層
が
浅
い
た
め
に
、
そ
う

　
と
う
破
壊
さ
れ
て
い
て
、
遣
構
の
検
出
は
困
難
を

　
極
め
た
が
、
現
在
ま
で
六
箇
所
に
建
物
肚
を
確
認

　
し
て
い
る
。
建
物
の
配
鷹
は
藤
原
京
、
平
城
京
、

　
平
安
京
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
復
原
と
か

　
な
り
違
っ
て
い
る
よ
う
で
、
各
建
物
の
機
能
に
つ

　
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

下
関
布
綾
羅
木
町
　
若
宮
古
墳
の
第
二
次
調
査

　
五
口
β
二
一
二
日
一
⊥
ハ
月
一
　
一
n
口
。
　
下
関
幽
巾
教
畜
H
乗
貰
昌
ハ

　
会
の
委
嘱
に
よ
り
、
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所

　
金
関
恕
講
師
が
、
昨
年
九
月
の
第
一
次
に
つ
ぐ
継

　
続
調
査
と
し
て
、
　
本
年
度
は
主
体
部
を
発
掘
し

　
た
。
京
都
大
学
考
古
学
教
室
か
ら
も
二
名
参
加
。

　
こ
の
古
墳
は
台
地
の
一
端
に
あ
る
前
方
後
円
墳

　
で
、
長
さ
四
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
後
円
径
工
一
二

　
ー
ト
ル
。
後
円
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
ま
わ
り
を
粘

　
土
づ
め
に
し
た
大
形
の
籍
式
石
棺
を
す
え
、
さ
ら

　
に
粘
土
を
覆
っ
て
封
土
を
盛
り
あ
げ
て
い
る
。
そ

　
の
こ
括
れ
部
か
ら
横
に
ほ
り
す
す
め
、
箱
式
石
棺

　
の
一
端
を
と
り
は
ず
し
て
追
葬
を
お
こ
な
っ
た
形

　
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
盗
掘
さ
れ
て
い
た
が
、
人
骨

　
が
二
体
以
上
、
硬
玉
勾
玉
、
碧
玉
管
玉
、
鉄
刀
、
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鉄
剣
、
鉄
斧
が
発
見
さ
れ
た
。

　
　
「
史
林
」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
次
の
昏
号
に
限
り
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
若
干
在
庫
い

た
し
ま
す
。
御
体
温
の
向
は
定
価
に
送
料
（
定
価
一

〇
〇
円
ま
で
八
門
・
一
〇
〇
円
以
上
一
六
円
）
を
副

え
て
お
申
込
下
さ
い
。
　
（
　
）
内
は
定
価

三
三
巻
　

一
・
二
・
五
号
（
蒼
三
八
○
円
）

三
四
巻
　
　
一
・
二
合
併
号
（
一
四
〇
円
）
・
四
号
（
八

　
　
　
　
○
円
）

一二

Z
巻
　
　
一
　
・
ニ
ロ
万
（
沓
一
〇
〇
円
）

三
八
巻
　
二
・
三
・
四
・
五
（
昏
一
〇
〇
円
）
　
・
六

　
　
　
　
号
（
二
〇
〇
円
）

三
九
巻
　
三
・
四
・
五
（
各
一
〇
〇
円
）
　
・
六
号
（
二

　
　
　
　
〇
〇
円
）

四
〇
巻
　
　
一
　
・
五
　
（
魯
一
〇
〇
目
口
）
　
。
⊥
ハ
四
万
　
（
二
〇

　
　
　
　
〇
円
）

四
一
巻
　
　
一
・
二
・
三
・
四
・
五
（
各
一
〇
〇
円
）

　
　
　
　
詣
ハ
鳳
η
　
（
二
〇
〇
円
）

四
一
一
漏
鶯
　
　
一
　
・
一
一
。
一
一
一
認
万
　
（
各
一
八
○
円
）

史
林
総
目
録
（
一
～
四
〇
巻
）
　
（
二
〇
〇
円
）

繍
…
翼
長
　
第
一
　
定
価
二
千
円
　
送
料
八
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

執
筆
老
紹
介

梅
原
末
治

藤
岡
謙
二
郎

藤
縄
謙
三

日
野
開
三
郎

狩
野
直
禎

阿
部
　
　
猛

躍
田
芳
三
郎

三
上
　
次
男

吉
田
　
　
晶

原
田
　
滋
藤

京
都
大
学
名
難
教
授

京
都
大
学
教
授

大
阪
府
立
大
学
助
手

九
州
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

北
海
道
学
芸
大
学
助
教
授

平
安
女
子
短
期
大
学
教
授

東
京
大
学
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

大
阪
市
立
大
学
助
教
授

と
、
理
事
藤
岡
先
生
の
御
帰
朝
第
一
作
と
を
い
た
だ

き
、
嶺
上
花
を
曜
添
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に

梅
原
先
生
に
は
、
御
退
官
の
時
に
御
約
束
い
た
だ
い

て
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
先
生
の
御
寄
稿
を
機
会

に
、
三
四
巻
四
号
以
来
種
々
な
理
由
か
ら
中
断
し
て

い
た
口
給
図
版
を
復
活
い
た
し
ま
し
た
。
　
一
読
、
し

ば
し
巷
中
の
酷
暑
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
二
米
る
も
の

と
、
編
集
者
一
同
、
ひ
そ
か
に
自
負
し
て
居
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
次
号
に
も
、
会
員
の
皆
様
の
力
作

の
よ
せ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
居
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
山
裕
男
）

　
訂
正
　
前
号
奥
付
の
　
定
価
百
円
　
は
　
一
八
○

円
の
誤
り
で
す
。
謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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編
輯
後
記

　
寮
母
が
お
手
許
に
届
く
頃
は
、
暑
さ
も
　
段
と
酷

し
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
号
も
前
号
に
増
し
て
力
篇
雄
論
を
掲
載
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
名
簿
会
員
梅
原
先
生
の
御
寄
稿

一
九
五
九
年
六
月
一
一
五
日
印
刷

一
九
五
九
年
七
月
　
一
日
発
行

史
発
行
所

印
刷
所

　
　
　
　
　
　
　
定
価
一
八
O
千

林
（
第
至
悪
第
四
号
）

京
都
帯
汽
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
交
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
擾
脅
京
都
五
｝
五
五
番

　
　
　
理
事
長
　
　
昏
晦
市
定

　
　
　
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

京
都
栴
下
京
医
薄
七
条
佛
所
ノ
内
東
町
三
九

　
中
村
印
刷
株
式
会
社


